
部長会議 

 
日時：令和４年１月２１日（金） 

    午前９時００分～ 

場所：市役所４階 庁議室 

１市長の話 

予算協議が一通り終わったが、十分協議できていない部分もある。ディスカッションを

していく中で、何を目的として施策を実施していくのかを共有することを大切にしていき

たい。 

事業再検証や、それぞれの協議の中で様々な見直しに取り組んでいただいたが、まだま

だ改善の余地はあると思っている。改善に向けて何ができるのかを常に考えながら取り組

んでほしい。 

新型コロナウイルス感染症の第６波が非常に大変な状況にある。特に教育推進部、こど

も未来部の子ども関連部署は、日々学級閉鎖、学校休業で負担がかかっていると思う。全

体でサポートしていくということを改めてこの場で共有したい。市立病院にも協力をいた

だいているが、医療機関が逼迫しているという状況を聞いている。市として何ができるの

か、指定管理者任せではなく、公設の病院として、地域医療の責任はあくまで市が持つ、

そういった覚悟の中で、できることをしっかり考えてほしい。 

ワクチンの３回目接種予約も昨日より開始した。１日も早くワクチンを使っていくため

には、ファイザー社製に人気が集中することが想定されるが、モデルナ社製も使っていた

だく必要がある。ワクチンの効果にはそれほどの差はない、だから１日も早い接種をお願

いしたいという市の考え方を、我々全員がどの部署であったとしても、市民の皆さんに伝

えていくことが重要だ。ワクチン接種会場の責任者、事務局の応援を含めて全庁で協力い

ただきたい。 

まん延防止等重点措置がもう実施されるという状況になっている。それぞれの部署で優

先度を遅らせることができる仕事をイメージし、職員応援が必要となったとき、対応でき

るようにしてほしい。 

少なくともあと1ヶ月は、この大きな波が続くと言われている。予算編成もありしんど

い時期だが、しっかりと全員で乗り越えていきたい。 

 

２ 通知及びお知らせ 

（１）令和４年度当初予算内示について（総合政策部） 

 第５次総合計画、第２次総合戦略、市長マニフェスト達成に向けた事業や、ポストコロ

ナにおける政策推進のための感染予防対策、経済対策、デジタル化といった事業の達成を

目的としています。国の補正予算を前提とした令和３年度から４年度に繰越す補正予算と

一体的に取り組む予算編成となっています。 



 

（２）川西市黒川里山センターの実施設計について（市民環境部） 

黒川のまちづくり方針に基づき、地域の里山文化の継承、観光推進により地域振興を図

り、住民と新たな担い手の交流や里山の魅力を発信する拠点として設置します。 

具体的には、避難所機能を有したセンターとして、子どもを中心とした里山体験学習や

関係人口の拡大による地域課題の解決や地域活性化を図る交流拠点として事業展開します。 

施設概要については、敷地面積が１９８４.５７㎡、延床面積２５４．４６㎡、構造は木

造平屋建てです。定員は多目的室部分で５０人、有事の際には施設全体で５０人収容可能

です。 

 

（３）予算に対する議案質疑について（総務部） 

 例年予算審議に必要な資料について、事前に７７項目の提出依頼がありました。２月１

０日に取りまとめ、２月１６日に議会へ提出しますので準備をお願いします。年度特有の

内容は別途議案質疑が提出されます。 

 

（４）内部統制に係るリスク対応について（総務部） 

 内容を整理し、後日ガルーンに掲示します。再発防止策も掲載しているので、参考にし

てください。 

 

【市長コメント】 

ミスの発生は一人の職員が原因ではなく、組織としてチェック機能がない、間違える方

法をとっているからというのが基本的な私の考えである。エクセルでの計算を間違えた等

は他の部でも起こりえる。一つ一つ自分ごとにしていただきたい。 

ミスをしっかり公表し、対策を強化することが、もっと大きなミスを防ぐことにつなが

る。致命的なミスを防ぐために、軽微なミスがあるということを我々が認め、できるだけ

原因を明らかにして対策を講じ、情報共有する方法が必要である。 

 

（５）第５次川西市環境率先行動計画における紙の削減状況について（市民環境部） 

紙の削減目標として、２０２４年度のコピー機印刷枚数を２０１９年度比で３０％削減

する目標を設定しており、４半期ごとに部長会議でお知らせします。 

４月から１２月の数値は、３５６万６９２枚と基準年度の２０１９年度に比べ削減され

ていますが、２０２４年度の目標値３０８万枚と比べると５０万枚多い状況です。今後も

各部署で枚数削減に取り組むようお願いします。 

 

（６）事業進捗状況の報告について（総合政策部） 



総合政策部 

・デジタルサイネージ設置 

災害等緊急時対応に自由度のある会社をプロポーザルで選定しました。２基設置し、令

和４年４月から行政情報を発信します。運営費については広告によりまかないます。 

 

都市政策部 

・舎羅林山開発許可への調整 

 令和３年１２月２４日に都市計画変更の決定告示を行い、１２月２７日に開発許可、基

本協定の締結を行いました。事業者より、２月上旬に地元説明、２月下旬ぐらいに着工と

聞いています。今後工事が具体化していく中で、関係各課で手続きが行われますので、情

報共有を行っていきます。また情報発信につきましても、事業者と相談しています。 

 

消防本部 

・応急手当の市民への普及啓発 

 新型コロナウイルス感染症の第６波感染拡大により、１月１４日より救命講習を中止し

ます。再開時期は感染状況により判断します。 

 

こども未来部 

・市立幼稚園の今後のあり方検討 

 市立幼稚園を含めた市立就学前教育保育施設をどういう形で再編するかの素案がまとま

ったため、市議会へ説明後、審議会で意見を伺い、あわせて保護者やコミュニティの意見

を伺ったのちに原案とし、意見を募集していきます。 

 


